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給
付
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力
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・

累
進
税

説

の
統

計
的
観
察

中

世
都
市

の
獲
達

農
業

労
働
問
題

・

時

外
姻

大

正
十
年
度

の
豫
算

を
讀

む

・

説

苑

入
時

間
勢
働
制

の
洛
車

井
リ

ヤ
ム
・
タ

ム
ス
ン
の
分
配
論

・

雑

加隊

皮

的
唯
物

論
略
解

家
畜
保
険

に
就

て

注
畢
韓
土

法

學
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時

訓
言繭

大

正

十
年

度

の
豫

算

を
讀

む

小

川

郷

太

郎

/

我
国
の
豫
算
は
、
論
理
的
に
整
然
`
編
ま
れ
て
み
る
ご

い
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
因
襲
的
に
、
.叉
便
宜
的

黒
編
ま

れ
て
み
る
ご
い
ふ
べ
き
で
、
之
を
讀
む

こ
ε
容
易
で
な

い
。
そ
こ
で
世

の
論
者
往
々
豫
算
を
徹
底
的

に
讀
ま
な
い

で
、
漫

に
皮
想
的
観
察
を
加

へ
て
宿
己
に
都
合
の
よ
い
論
断
を
下
す
も
の
が
あ
る
。
現
に
大
正
十
年
度
の
豫
算
に

於
て
、
軍
備
費
は
全
燈

の
経
費

の
孚
を
古
切
租
税
の
牧
人
全
額
を
食
て
仕
舞

ふ
ご
て
、
偏
武

の
政
策
を
攻
撃

し
盛

に
軍
備
制
限
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
、
、軍
備
制
限
論
は
固
よ
り
眞
理
を
含
ん
で
居
ら
う
が
、
此
の
如
き
理
由
で

議
論
を
立
て
や
う
ε
す
る
な
ら
ば
術
少
し
く
豫
算
を
護
被

せ
ね
ば
な
ら
兎
。

.

論
者
又
或
は
経
済
界
に
不
且訳
無
が
到
來

せ
る
ε
き
に
當
て
膨
大
な
る
豫
算

の
現
は
れ
た

る
を
悲
し
み
、
豫
算
の

貴
行
が
困
難
ざ
な
る
の
で
あ
ら
う
ε
豫
吉
す

る
も
の
が
あ
る
。
併
し
是
れ
も
豫
算
を
徹
底
的
に
護
被
す

る
の
で
な

σ
れ
ば
(
正
當
な
る
割
勘
を
下
す

こ
ε
が
出
來

澱
。

余
敢
て
豫
算
を
正
當
に
讃
醸
し
得

る
ご
い
ふ
の
で
は
な

い
、
叉
敢
て
大
正
十
年
疫
の
鞍
鼻
を
百
方
辯
護
せ
ん
が

時

論

大
正
+
叢

の
豫
真

誠
ぴ

筆

三
巻

(第
二
続

八
三
)

二
一一七

、



霞

時

論

大
正
十
隼
度
の
豫
算
々
讀
む

第
+
三
巻

(第
二
號

八
四
)

二
　二
八

織
め
に
官
を
巧
に
せ
ん
ε
す

る
の
で
は
な

い
。
珈

か
豫
算
を
研
究
し
、
赤
裸
存
の
豫
算
の
数
字
は
何
を
語
っ
て
み

る
か
を
明
に
し
セ
い
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
切
で
余
は
第

一
に
纏
費
を
分
析
し
て
軍
備
鹿
足
衣
敬
畏
ご
が
如
何
な
る

割
合
に
な

っ
て
み
る
か
を
明
に
し
、
更

に
進

ん
で
不
風
凪
氣
ε
豫
算
ε
の
關
係
を
吟
味
し
て
覚
π

ヤ
ε
思

ふ
。
併
し

之
に
先
て
豫
算
の
総
額
を
調

べ
て
見
ね
ば
な
ら
阻
。

大
正
十
年

の
豫
算
を
敢
て
見

る
ε
、
経
費
総
額
は
十
五
億
八
千
四
百
武
拾
武
萬
四
千
七
百
九
拾
圓
で
あ
る
、
其

中
海
睦
軍
費
は
七
億
六
千
五
百
武
拾
七
萬
千
六
百
七
拾
九
圓
で
あ
り
、
租
税
牧
入
は
七
億
五
千
武
百
四
捨
四
萬
六

千
参
百
⊥
ハ
拾
登
園
で
め
る
。
論
者
の
説
は

一
悉
尤
も
の
様
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
爾

一
歩
を
進

め
て
考

へ
て
見
る
に
、
此
論
断

は
正
確
で
な

い
、
何
`
な
れ
ば
、
此

比
較
は

一
般
會
計

の
み
を
眼
中

に
し
、
特
別
會
計
を
除
外
し
て
居

る
か
ら
で
あ
る
。

・

.

我
国
.に
於
て
は
、
特
別
會
計
極
て
多
く
、
其
敷
は
三
十
六
に
達
し
て
み
る
、
而
し
て
其
特
別
曾
計
`

】
.般
會
計

の
別
は
必
ず

し
も
論
理
を
貫

い
た
る
も
の
で
な

い
、
同
じ
性
質
の
牧
支

で
あ

っ
て
も
、
或

は

一
般
會
計
に
旙
す
る

が
め
り
、
或
は
特
別
會
計
に
騒
す

る
が
あ
る
。
例

へ
ば
、
郵
便
電
信
電
話
は

一
般
會
計
に
属
し
、
鐵
道
は
特
別
會

計
に
厨
す
る
が
如
き
、
商
船
學
校
は
逓
信
省
所
管
で

一
般
會
計
に
隠
し
、
帝
国
天
華
及
ぴ
高
等
諸
學
校
は
文
部
省

所
管
で
各
々
特
別
會
計
を
形
っ
て
み
る
が
如
く
で
め
る
。
是
が
故
に
軍
備
費

石
衣
政
費
ピ
を
比
較
す

る
に
し
て
も

一
般
會
計
の
中
に
於
て
之
を
試
む

べ
き
で
な

い
。

一
般
會
計
ε
特
別
會
計
ε
を
合
せ
て
、
経
費
の
紹
額
を
見
π
上

-,



で
、
之

を
試

み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ぱ
な
ら

阻
。

そ
こ
で

】
般
會
計
ε
特
別
會
計
ご
を
通
じ
て
牧
支
が
幾
何
に
上
る
か
を

明
に
巳
.ね

第

.闇

一
般

會

計

特

別

會

計

通

計

の
牧

支

組

額

一
般
會
計

ご
特
別
會
計
ε
を
通
じ
て
牧
支
の
総
額
を
知
ら
ん
ξ
せ
ば
、

一
般
會
計
の
牧
支

ε
特
別
會
計
の
収
支

、

ご
を
合
算
す
れ
ば
可

い
や
う
に

一
慮
思

へ
る
が
、
さ
う
簡
軍
に
行
か

ぬ
。
蓋
し

一
般
會
計
ご
特
別
會
計
ξ
の
間
に

於
て
も
、
各
特
別
會
計
相
互
の
間

に
於
℃
も
、

一
方
よ
り
他
方
に
繰
入
れ
る
の
が
あ
り
、

一
方
が
他
方
よ
b
買
入

れ
る
の
が
あ
り
、
叉
粉
に
依

っ
て
は
両
方
に
現
は
れ
る
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
是
が
故
に

　
般
會
計
特
別
會
計

を
通
じ
牧
支

の
純
計
を
見
ん
ざ
せ
ば
、

一
定

の
標
準
を
定

め
て
行
か
ね
ば
な
ら

慮
。
余
は
其
標
準
を
求
め
て
左

の

四
を
得
た
。

-

む

　

む

む

り

へ

も

も

ぬ

も

も

へ

も

も

ち

へ

も

た

ヵ

ヤ

サ

も

い

も

　

カ

①
谷
倉
計
の
間

に
繰
入
の
關
係
め
る
も
の
に
め
り
て
は
、

一
會
計
の
支
出
ε
他
會
計
の
牧
入
ε
を
共
に
除
き
去

る

マ

ゐ

ヘ

キ

ゐ

コ

べ
き
で
あ
る
、
益

し
各

會
計

が
全
然
統

一
せ
ら
れ

て
悉

く

一
般

會
計

に
集

ま

っ
て

み
る
ε
せ
ば

、

一
會

計
よ
り
出

で
て
他

會
計

に
入

る
`

い
ふ
が
如

き
複

雑

の
關
係

は

な
く

、
其
初

め
に
欄
庫

に
入

っ
て
来

た
も
の
が
牧
人

で
、
其

最
後

に
団
旗

か
ら
禺
た
も

の
が
経
費

で
あ

む
筈
で
あ

る
。
故

に
共
中
間

に
存
す

る
繰

入
受
入

の
計
算
を
消

し
去
れ

ぱ̀
可

い
課
で

め
る
。

時

論

大
正
†
年
度
の
豫
錚
々
謹
む

第
+
三
巻

八第
二
號

八
五
)

ニ
二
九



時

論

大

正
十
年
度

の
豫
算
な
譲
む

第
十
三
巻

(
第
二
號

八
六
)

二
三
〇

　

む

⑭
各

會
計

の
間

に
費
買
等

の
關

保
存
す

る
も

の
に
め

り
て
は
、
経
費
は

私
人

に
劃
し
て
支

出

せ
ら

る

、
も

の
を
取

り
、
他
會

計

に
射
し

て
支
出

せ
ち
る
.Σ
も

の
を
捨

て

、
.牧
人
は
私
人
よ

り
牧
む

る
も

の
を

取
U

、
他
會

計
よ

り
牧

む

る
も

の
を
捨

て
る

べ
き
で
あ

る
。
.

此
.理
も
前

の
場
合

ε
同

じ
で
め

る
、
各
會
計

が
全
然

統

一
せ
ら

れ
て
悉

く

一
般
會
計

に
集

っ
て

み

る
ご
す

れ
ば
、

一
會
計

が
費

っ
て
他
會
計

が
買

ふ
ざ

い
ふ
が
如

き
關

係
は
起
ら

阻
、
其

私
人

に
謝

し
て
支
佛

ふ
も

の
が
國
家

の
脛

費

ξ
な
り

、
私
人

よ
b
得

べ
き
収
入
が
国
家

の
牧
人

ε
な

る
の

で
あ

る
。
從

て
問

題

ε
な

っ
て
み
る
場

合

に
於

て
」

も
、

さ
う
.い
ふ
状

態

に
蹄

せ
ば

可

い
繹

で
あ

る
。

　

む

む

　

む

　む

　

い

　

　

　

　

　

む

む

　

む

ロ

　

ヤ

カ

へ

も

つ

あ

カ

ヤ

あ

も

⑤

一
會
計
に
翻
す
る
益
金
が
他
會
計
の
牧
人

に
.繰
力
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
あ
り
て
は
、
後
の
會
計
の
牧
人
は
之
を

マ

ミ

ヨ

ち

　

や

や

も

も

除
算
す

べ
き
で
あ
る
。
蓋

し
真
菰
金

ε

い
ふ
は
、̀
経

費
を
超

ゆ
る
牧
人

に
外
な
ら

ぬ

か
ら

、
英
霊
金

に
該

賞
す

る

部

分
は
前

の
會
計

に
於

て
牧

人

の
部
分

に

一
度

現
は

れ
て

る
る
の
で
あ

っ
て
、
其

部

分
丈

は
重
複
す

る
こ
ε
ε
な

る
か
ら
.で
あ

る
。

　

　

む

む

　

　

む

　

む

㈹
各
省
計
の
間

に
何
等
出
　入
の
關
係
な
き
あ
の
に
あ
り
て
は
「
各
會
計
の
、敗
支
を
合
算
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
は
殆

ざ
自
明
の
理
で
あ
る
。

一
般
會
計
ε
特
別
會
計

巴
の
關
係
及
び
各
特
別
會
計
相
互
の
關
係
を
見
ん
ε
せ
ば
、
特
別
會
計
を
吟
味
す

れ
ば

　

　

　

　

可

い
。
特
別
會
計
は
之
を
大
別
し
て
、
殖
民
地
特
別
曾
計
、
學

校
讐
院
特
別
會
計
、
公
債
特
別
會
計
,
資
金
特
別
.

、



會
計
、
纂

特
別
會
計
其
他
の
特
殊
特
別
會
計
ε
す

る
こ
嘉

出
來
る
,
是
等
の
特
別
會
計
の
中

に
あ
り
て
殖
民

地
、
學
校
讐
院
、
公
債
、
資
金
に
關
す
る
も

の
は
大
禮
第

一
の
標
準

に
依
り
、
官
業
特
別
會
計
殊
に
国
家
が
自
己

生
産
を
行
ふ
も
の
に
あ
り
て
は
第

二
第
三
の
標
準

に
依
り
、
其
他
の
特
殊
特
別
會
計
は
第
四
の
標
準
に
依
る
。
今

是
等
諸
種
の
特
別
會
計
に
就
て
、
少
し
く
加
除
す

べ
き
黙
を
明
に
し
従
い
ε
思
ふ
。

ラ

　
　
　
　
　
　
り

↑
殖
民
地
特
別
會
計
は
朝
鮮
、
墓
灘
.
關
東
聡
、
樺
太
廃
寺
の
特
別
會
計
を
指
す
。
是
等
の
特
別
會
計
に
於
て
は

む

　

む

一
般
會
計

よ
b
、
補
充
金

の
繰

入
が

め
ゐ
。
.即

ち
補
充

金
は

一
般
會

計

の
支

出

ε
な
り

、
同
時

に
特

別
會
計

の
牧

人

ε
な

っ
て
み
る
。
故

に
北
嶺

は

】
般
會

計

の
歳

出

よ

り
も
、
殖

民
地
特

別
會

計

の
歳

入
中

よ

り
も

取
り
去

る

べ

き
で
あ
る
。
反
毫
灘
総
督
府
特
別
會
計
は
・
.
疲

會
計
よ
り
補
充
金
を
受
入
れ
な
い
が
・
断
認
識
艇
バ
を
受
入
れ
で

る
る
。
足
れ
亦
補
充
金

ご
同
様
に
.「
.般
會
計
の
歳
出
よ
り
も
、
塁
灘
特
別
會
計
の
歳
入
よ
b
も
取
り
去
ら
ね
ば
な

　

　

　

　

　

の

ら

海
。
又
煙
草
專
費
益
金
に
就

て
は

一
般
會
計
よ
与
樺
太
露
特
別
會
計
に
繰
入
れ
る
こ
ご
に
な

っ
て
み
る
、
暴
れ

亦
同
様
に
論
ず
る
ご
ざ
が
出
家
る
。

ラ
　
コ
　
　
　
　

に
學
校
特
別
會
計
ご
は
、
東
京
帝
國
大
學

、
京
都
市
國
大
學
、
東

北
帝
國
大
學
、
.九
州
帝
居
大
學
、
北
海
道
帝
国

大
學
、
官
立
大
學
、
學
校
及
び
圖
書
館
等
の
特
別
會
計
を
い
ふ
。
是
等
の
特
別
會
計
に
謝
し
て
は

一
般
會
計
よ
り

む

む

む

り

む

政
府

支
出

金
ぜ

し
て
、
年

々
.一
定
額
を
繰

入
る

、
の
で

あ

る
が
、
其

繰
入
額

は
、
文

部
省

の
支
出

ε
な
り
「
各
學

校
特

別
會
計

の
牧

入
ご
な

っ
て

み
る
。
故

に
政
府
支

出

金

は

一
般
會

計
の
経
費

よ
り
も

、
.特

別
會

計

の
牧

入
よ
ゲ

.

.

時
、
論

大
正
十
年
度
の
換
算
な
讀
む
.

.

第
十
三
巻

(第
二
號

八
七
)

二
三
】



●

.

時

論

大
正
十
葦
鹿

の
豫
算
々
讀
む

第
+
三
巻

(第
二
號

八
入
)

二
三
二

も
取
り
除
か
ね
ば
な
畠

・
學
校
圖
書
館
特
別
會
計
よ
り

一
馨

計
に
繰
入
る
も

の
は
之
良

封
に
な
、
。

騨

鱗

事

ε
し
て
覇

讐

院
及
済
生
院
特
別
會
計
が
あ
・
。學
馨

別
會
計
量

す
べ
き
も
の
で
あ
聖

典
繰
入
受
入
の
關
係
は
當
該
特
別
會
轡

朝
鮮
総
督
府
特
別
曾
計
あ

問
に
存
す
る
。

裂

薄

暮

デ

は
・
書

し
て
国
債
鐘

基
金
、
公
婆

、
大
藏
省
預
金
利
子
等
の
第

會
計
を
い
ふ
。

ヤ

ミ

ヤ

も

カ

カ

つロ

ミ

し

う

マ

も

わ
慰

欝

欝

無

は
・
国
債
の
元
利
支
舞

・
借
替
を
な
す
も
の
で
め
・
。
国
債
の
元
利
轟

に
琴

。
額

唄
二

讐

計
誓

他
の
特
別
會
計
(欝

簾

助
難

矩

築

剰
難

羅

鍵

蹄
謬

よ
蔓

入
れ
る
・、
ご
差

る
・
散
見

轡

關
し
て
は
國
債
難

特
別
會
計
の
歳
入
よ
・
も
、

疲

會
計
誉

他
の
特
別
會
計
の
庸

　

も
取
b
除
か
ね
ば
な
畠

。
暮

に
關
し
て
は
、
該
基
金
の
葵

歳
出
・
雲

・
嘉

故
。
暴
れ
亦
差
し
引
か
ね

ば
な
ら

臓
。

醸

準

饗

釈
箭

国
債
の
.利
拙
に
導

べ
き
も
の
で
.あ
・
、
併
し
大
慈

預
金
利
子
特
別
會
計
三

馨

計
.

ε
の
關
係
は
國
債
整
理
基
金
特
別
會
計
ε

一
般
會
計
ざ
の
關
係
巴
全
く
逆
で
、
大
蔵
省
預
金
利
子
特
別
會
計
よ
り

出
で
土

器

計
気

り
二

股
算

鳶

預
金
芒

支
携
は
・
・
も
の
で
あ
・
.故
に
大
警

預
金
利
子
鯖

會

計
の
支
出
三

讐

計
の
牧
杢

を
共
・
消
・
ね
ば
な
ら
滋
。
更
・
大
藏
省
預
金
部
は
、
他
の
特
別
會
計
　

預

金
を
預
か
っ
て
利
殖
し
て
ゐ
・
。
鬢

茎

、
甥

生
命
保
駿

立
金
、
學
馨

別
會
計
に
附
帰
す
・
墓

等
よ

り
す
る
も
の
は
・
其
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
是
等

の
資
金

の
得
る
収
人
は
、
大
賊
省
預
金
部
の
散
人
の
中

三

度



計
算

せ
ら

る
》
が
故

に
、
重
複

し
て
み
る
、
故

に
是
等

資
金

の
牧

入
は
之
を
除
て
見

湘
ば
な
ら

源
。

ロ

　

む

ロ

う
む

む
　

ハ
公
債
金
特

別
會

計
は
公
債

の
募

集

に
閲
す

る
も

の
で

め
る
、
絶
て

公
債
募

集
金

は
特

別
曾

計

よ
り
.出

で

ン

一
般

ぐ會
計
普

他
の
特
別
會
棄
鰹

漸
楕

離

撚

獣
餅

胴
繋

皇
)
に
繰
b
入
れ
ら
れ
る
・
ま

な
る
。
警

此
特
別
會

計

の
支
出
`

一
般
會
計
並
に
他

の
特
別
會
…計
の
牧
入
ご
を
清
し
合
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

・

む

　

う

む

む

む

む

の

む

　

つ

む

　

　

二
臨
時
國
庫
證
券
牧
入
金
特
別
會
計
ば
、
其
會
計
終
了

の
場
合

に
於
て
剰
鯨
あ
る
ε
き
は
之
を

一
般
會
計
に
繰
入

くれ
、
不
足
あ
る
ε
き
は
之
を
.一
般
會
計
よ
り
繰
入
れ
補
充
す
る
こ
ε
エ
な
っ
て
み
る
が
、
其
.會
計
終
了
前
に
於
て

は

　
般
會
計
ど
交
渉
す

る
所
が
な

い
。
只
臨
時
国
庫
證
券
の
償
還
金
利
子
割
引
料
及
其
獲
行
償
還
に
關
す
る
諸
費

の
支
出
に
必
要
な
る
金
額
は
、
之
を
附
脚
蟄
理
丞
針
特
別
會
計
に
繰
入
れ
る
こ
ε
、
な

っ
て
か
る
、
故
に
是
等
に

關
す
る
支
出
ば
此
特
別
會
計
よ
り
除
き
、
國
債
整
理
特
別
會
計

の
之
よ
り
受
入
れ
る
牧
人
も
亦
取
り
除
か
ね
ば
な

ら
漁
。

ラ
リ
　

　

　

　

　

四
資

金
特

別
會

計

は
普
通
資
金

に
閲
す

る
も

の
ε
、
學
.校

讐
院
特

別
會
計
に
附
麟
す

る
資
金

に
關
す

る
も

の
`

に

大

別
す

る

こ
ε
が
出
来

る
。

　

じ
む
む
む
む
む

む
ウ

イ
普
通
資

金
特
別
會
計

の
主
な

る
も

の
は
、
教

育
基
金

、
陸
軍
瞥
繕
費
補
充

資
金

、
森

林
資
金

等

の
特
別
會

計
で

く

へ

あ

る
。
是

等
資

金
を
使
用

せ
ん
ε
す

る
ε
き
は
、
各
特

別
會

計
よ
り

一
般
會

計
に
繰
り

入
れ

稲
船
曾
計

の
歳

出

ε

し
て
挑
ひ
出
す

の
で
あ
る
。
故

に
純

計
を
得

ん
ε
せ
ば

、
.是
等
特
別
會

計
の
支
出

ご

一
般
會
計

の
牧
人

ε
を
浴

し

＼

時

論

大
正
十
年
度
の
豫
算
々
讀
む

第
十
三
巻

(第
二
號

八
九
)

二
三
三

'



時

論

大
正
十
年
度
の
豫
算
々
讀
む

第
十
三
巻

(第
二
號

九
Q
)

二
三
四

合

は
ね
ば
.な
ら

ぬ
。

　

む

む

　

　

　

　

つ
　
　

　

む

う

む
　

・
學

校
特
別
會
討

に
附

臆
す
、濁
資
金

`
當
該
學
校
特

別
會

計

ご
の
關

係
も
亦
同
様

で
、
資
金

よ
り
す

る
支
出

ε
、

む

む

　

む

　

　

む

む

む

當
該
學
校
特
別
會
計
め
受
入
ε
は
互
に
清
し
合
は
ね
ば
な
ら

諏
。
朝
鮮
醤
院
及
び
済
生
院
特
別
會
計
ご
其
資
金
部

`
の
關
係
も
、
朝
鮮
醤
院
及
び
済
生
院
特
別
會
計

ご
朝
鮮
総
督
府
特
別
會
計
ご
の
關
係
も
亦
同
じ
こ
ε
で
あ
る
、

、
.
●
●
・
乱
●

五
官
業
特
別
曾
計
は
造
幣
局
、
印
刷
局
、
專
費
局
、
東
京
砲
兵
工
廠

、
大
阪
砲
兵
工
廠
、
千
佳
製
絨
所
、
海
軍
火

藥
廠

、
海
軍
燃
料
廠
、
製
鐵
所
、
簡
易
生
命
保
険
、
帝
國
鐵
滋
等
の
特
別
會
計
で
め
る
。
海
軍

工
廠
資
金
特
別
會

計
は
、
形
式

の
上
よ
り
す
れ
ば
資
金
會
計
.に
験
す
.る
様
で
あ
る
が
、
官
業
に
關
保
す
る
か
む
官
業
特
別
會
計
に
準

ず

べ
き
で
あ
る
。
.

可
.
.

r

、

・

・

む

む

の

　

む

　

　

む

　

ロ

　

　

①
是
等
の
官
業
的
特
別
曾
計
ご

一
般
會
計
ε
は
作
業
益
金
に
關
し
て
重
複
し
て
み
る
。
即
ち
作
業
金
金
は
各
特
別

合
計
の
歳
入
の
中

に
含
ま
っ
て
み
て
、
r更
に

↓
般
曾
計
の
歳
入

ε
な

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
故

に

一
般
會
計
の
牧

　

　

　

　

　

　

入
に
入
っ
て
み
る
額

だ
け
は
之
を
除
算
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
コ
尤
も
簡
易
生
命
保
険
に
め
り
て
は
益
金
は
之
を
積
立
て

む

　

む

ロ

.

る
ご

ξ
、
な

っ
て
居

る
か
ら
繰

入
關

係
が
起

ら

濾
.。
叉
帝
國
鐵

道

に
あ
り
て

は
、
脛
瞥
猫

立
の
主
義

よ
り
し
て
、

益
金

は
鐵
道

の
建

設
改
頁
費

に
充
當
す

る
こ
ご

、
な

っ
て
居

る

か
ら

、
益

金

に
關

し
て

一
般
會

計
ざ
交
渉
す

る

こ

ご
ぼ
な

、い
。
併

し
乍

ら
帝

国
鐵
道
特

別
會
計

に
於

て
拡

、
資
本
勘

定

ざ
牧
盆
勘
定

`
鐵
道
用
品

勘
定

ピ
を

分

っ
て

む

み
て
、
益
金
は
牧
金
勘
定
の
牧
人
の
中
に
含
ま
れ
し
居
る
が
上
に
資
本
勘
定
の
吸
入
ε
な

っ
て
現
は
れ
重
複
す
る

＼



こ
ご
に
な
る
、
故

に
此
盆
金
額
は
資
本
勘
定

の
牧
人
よ
り
之
を
除
か
ね
ば
な
ら
諏
。
又
牧
盆
勘
定

に
於
て
計
上
せ

カ

も

へ

も

ね

ゴ

ら
る
N
假
牧
入
立
替
金

の
如
き
は
、
忽
ち
入
て
忽
ち
出
つ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歳
入
歳
出
両
方
面
よ
り
除
算
す

聾

.

べ
き

も

の

で

あ

る

。

　

む

む

む

む

ロ

む

む

　

む

む

む

む

ロ

ロ

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

む
　
　

　

む

　

　

む

②
官
業
特
別
會
計

の
牧
人
の
計
算
に
就
て
は
物
品
が

一
の
會
計
年
度
よ
b
他
の
會
計
年
度
に
持
越
さ
れ
た
る
場
合

を
も
考

へ
ね
ば
な
・り
諏
。
年
々
歳
々
持
越
さ
れ
る
物
品
の
償
格
が
同
じ
で
あ
れ
ば
議
論
は
無

い
が
、
異
る
ε
き
怯

問
題
が
起
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
所

で
賢
際
に
於
て
は
翌
年
度
に
持
越
す
物
品
の
償
格
は
、
前
年
度
よ
り
持
越
し
た

る
物
品

の
償
格
よ
レ
多
き
こ
ご
が
あ
り
少
な
き
こ
ε
が
あ
る
の
で
あ
る
。
此
増
減
し
た
る
金
額
に
就
て
は
各
作
業

會
計
の
牧
人
に
於

て
其
差
額
を
加
減
せ
ね
ば
な
ら
阻
。

む

む

　

つ

　

　

つ

　

む

ロ

む

む

む

⑤
最
後
に
問
題
こ
な
る
は
、、
官
業
特
別
會
計
が
物
品
を
他

の
會
計
に
萱

つ
た
場
合
で
あ
る
。
此
場
合
に
於
て
は
前

に
示
し
た
第
二
の
標
準
に
依
る

べ
き
で
あ
る
。
ご

は
国
家
が
自
己
の
需
要
ず

る
物
品
を
自
己
で
生
産
す
る
ε
い
ふ

諏
乞
匿
で
出
來
た
官
業
に
於
て
見

る
こ
ε
で
あ
る
。
附
則
局
、
東
京
砲
兵
工
廠
、
大
阪
砲
兵
工
廠
、
千
佳
製
絨
所
、

海
軍
工
廠
、
海
軍
火
藥
廠
、
海
軍
燃
料
廠
、
製
鐵
所
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
鐵
道
特
別
會
計
に
於
て
も
鐵
道
用
品
は

鐵
道
用
品
勘
定
よ
り
牧
盆
勘
定
や
資
本
勘
定
に
費
り
渡
す
こ
ご
に
な
っ
て
居
り
、
塁
濁
鐵
道
用
品
特
別
會
計
は
鐵

道
用
品
を
墓
湾
総
督
府
特
別
會
計

に
費
り
渡
す

こ
ε
に
な

っ
て
居
る
の
で
亦
同
じ
關
係
が
存
し
て
み
る
。
此

の
如
.

き
官
業
の
支
出
す

る
経
費
は
私
人
に
支
挑
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
国
家
の
経
費

ざ
見

る
べ
く
、
其
牧
人
の
中

時

論
、

大
正
十
孚
度
の
豫
算
た
讀
む

第
十
三
巻

(第
二
號

九
ご

二
三
五



.

時

論
,

大
正
十
隼
度
の
豫
算
を
謹
む

第
+
三
巻

(第
二
號

九
二
)

二
三
六

に
あ
り
て
「
私
人
よ
り
得
る
も
の
は
其
盤
国
家
の
牧
入
ε
し
、
其
他
の
會
計
に
費
㌧
渡
し
て
得
る
故
人
は
、
之
を

除
算
す

べ
.き
で
あ
る
。

他
の
會
計
が
之
を
買
ひ
入
る
Σ
爲
め
に
支
出

す

る

脛
費
も
亦
同
様
に
除
算
す
.ぺ
暮
で
あ

る
。
例

へ
ば
印
刷
局
が
郵
便
切
手
葉
書
若
(
は
小
額
紙
幣
を
印
刷
す
る
ε
ぎ
に
は
、
其
印
刷
料
金
は
印
刷
局
の
牧

人
ぜ
な
る
ご
同
時
に
逓
信
省
.若
く
は
大
藏
省
の
経
費
ε
な
る
、
而
し
て
印
刷
局
が
此
印
刷
を
な
す
爲
め
に
費
し
た

る
為
の
は
部
別
局
の
縄
費

ε
な

っ
て
表
は
れ
て
る
る
、
さ
れ
ば
経
費
は
槌

に
重
複
七
て
る
る
ε
謂
は

ね

ば

な

ら

阻
。
此
重
複

を
除
か
ん
こ
す
れ
ば
、
印
刷
牧
入
中

よ
り
他

の
會
計
に
費

つ
た
る
代
金
を
除
き
去
り
、
他

の
會
計
の

.脛
豊
中
よ
り
印
刷
局
に
支
佛
ふ
額
を
除

き
去
ら
ね
ば
な
ら

槍
。

此
理
は
ヌ
陸
海
軍
の
兵
器
弾
藥
燃
料
被
服
に
關
す

る
経
費
ε
東
京
砲
兵
工
廠
大
阪
砲
兵
工
廠
海
軍
工
廠
海
軍
火

薬
廠
海
軍
燃
料
廠
千
佳
製
絨
所
の
牧
人
`
の
關
係
に
移
す

ご
ε
が
出
来
る
。
即
ち

一
般
會
計
に
驕
す

る
是
等
の
経

費

ご
作
業
會
計
に
属
す
胤
是
等

の
牧
入
ε
は
共
に
除
算
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
叉
製
鐵
所

の
特
別
會
計

ε
鐵
道
特

別
會
計
若
く
は
海
軍
工
廠
資
金
特
別
會
計
の
間
に
も
同
様
の
關
係
が
存

し
て
み
る
。

此
の
如
く
加
除
し
て
計
算
す

る
ε
せ
ぱ
、
官
業
が
精
製
品
を
造
る
ご
し
て
も
、
之
に
要
す

る
棲
家
の
経
費
は
生

産
費
に
止
ま
る
こ
ざ
」
な
る
。
官
業
特
別
會
計
が
多
ぐ
の
益
金
を
得
ん
ε
し
て
其
製
品
を
高
く
賣
る
場
合
に
は
、

む

官
業
特
別
會
計
の
利
益
が
大
ピ
な
る
代
り
に
、

一
般
會
計
若
く
は
他

の
特
別
會
計
の
経
費
が
増
す

こ
ざ
Σ
な

る
、

差
引
き
同
じ
こ
ε
に
な
る
。
現
に
砲
兵
工
廠
の
如
き
は
金
金
を
.見
積
も

る
こ
`
極
て
少
き
に
反
し
、
海
事
工
廠
資



金
は
相
當
に
益
金
を
見
積
も
つ
て
み
る
。
畢
竟
特
別
會
計
ご

　
般
會
計
ご
の
出
入
の
問
題

に
蹄
着
す
.
る

の

で

あ

る
。
之
を
要
す
る
に
自
己
生
産
を
な
さ
ん
が
爲
め
に
設
け
ら
れ
陀
る
官
業
に
あ
り
て
は
、
國
家
の
纒
費
は
生
産
費

が
計
上
せ
ら
れ
る
こ
ざ
＼
な
る
、
若
し
是
等
の
官
業
が
彿
下
げ
ら
れ
ん
乎
、
国
家
は
民
間

企
業
者
の
利
潤
迄
を
も

支
抽
は
ね
ば
な
ら
諏
こ
ε

、
な
り
、
國
家
経
費
は
大
に
増
す
で
あ
ら
う
。
.

以
.上
辺

べ
た
る
標
準
に
依
て

一
般
會
計
及
び
各
特
別
會
計
所
厨
歳
入
歳
出
豫
算
.額
中
共
相
互
重
複
せ
る
金
額
を

お

へ

控
除
し
て
登

額
の
純
計
を
番

・
差

の
如
て
に
な
・
。
舞

噸
齪

難

賜

鵬

難

購

論

)

唖

一

般

會
.
計

特

別

會

計

【朝

鮮
.総

督

府

朝

鮮

馨

院

及

済

生

院

国

資

全

部

盆

避

総
督

府

垂
溝
官
設
鐵
溢

用

品

資

金

編

煉

麟

鞠
豊

理
基
金

一大
藏
省
預
金
利
子

時

論

歳

入

(圓

)

「
、
　忌
内
、武
力
八
2
胃δ

一
、
六
一
(
、九
四
六
、
四
五
七

一
六
〇
、旦
六
二
「
春

三

一
、
三
　忘

、
二
言

`

'
三

・δ

霊
〇

九
内
、
曹
竃
、
査

(〇

三

、
0
君
0
、
{曾
O

(
、
四
(
(
、
一
四
三〇

五
四
δ

二
七
、
二
四
昌

大
正
十
年
度
の
豫
算
葬
讀
む

歳

出

面

)

一
、
二
四
R

嵩
眉
目
、
一五
六

】
、
藍

六
、
四
四
一
、
四
杢

一
四
穴
、
七
二
ゼ
、
一
五
六

モ

六
省
内
、
三
〇
(

力
只

言

〇

一
〇
カ
ご
「〇
九
「
三
企

二
、
曹百
O
、
0
0
0

夷

、
0
ゼ
0
、
六
五
〇

宣

、
五
カ
ヨ
、
〇
七
六

一=
崇
、
九
一
九
、
ゼ
湘
二〇

碗

.

認
諜

京
都
帝
国
大

學

同

資

金

部

.

東
北
帝
国
大

學

・
同

資

金

部

九
州
帝
国
大
學

ぼ

資

金
部

.

第
十
三
r春

里.航攣 公権
、

奮 林 賄 國

契・聾 　 轟
畢 金金補金・金.金券(第

二
號 歳

人

(
圓

)

三
〇
、四
六
六
、合
五

こ
口
〈
、曇
天
、
五五
八O

薯
R
8
0

四
、
壱
0
0
、
ロ
0
0

二
、
一
〇
(
、
七
六
五

知
合

、8
0

ゼ
六
七
、
二
五
〇

判金

、天
〇

四
面

、八
　=

ゼ
食

四
三

五八
三
屠
0
「

.

劾
ユ
、O
O四

九

三
)

蔵
.
.

拙

(圓

)」

碧

δ
8

00000

{
、
二
三
E
、九
内
耳

二
五
〇
δ

O
O

蕊
-
胃=

二
、
四
四
昌

九
五
、
二
二
乃

二
、
目
鬘
「
四
=三

「[
λ
旺
六
8

ゼ
昌

五
δ

8

壬

二
七

甘



の

專 印 同 造 同

時

論

.

北
海
道
帝
国
文
學

同

資

金

部

官

立

天

華

一同

資

金

蔀

學
校
及
圖
書
館 大

正
十
年
度
.の
豫
算
な
讀
む

資

金

都

響

局

資

金

部

刷

局

盛

局

東
京
砲

兵
工
廠

大
阪
砲

兵
工
廠

千
佳

製

絨

所

(
海
軍
工
廠

資
金

.

四
E
六
、
一九
九

天

、
註

O

=

四
、
莞

四

.

三

二
、
三
〇
二

二
、
暮
充
、
ニ

九

五
詮
閣
δ

〇
二

二
〇
、
七
六
一
δ

　E

δ

・
金

嵩

茜

五

玉
、
9
三
、
(
四
五

一
天
六
、
四
晃

、
八
五
圏

.

胃三
、
九
〇
六
δ

三
(

七
一
、
三
四
四
、
二
二
耳

二
、
〈
圏
一
、
五
七
三

八
九
昌
-
(
二
四

二
」
0
ゼ
、胃言
=

蓋
δ
只

四
奮

べ
四
(

昌
三玉
、六
四
七

一〇
、岩
九
四
、四
九
直

轄
弓
八
δ
六
話

阻
、昊
八
、
西
(

嘆

杢
五
、国
益

】
O
、
四
七
O
、
嵩
高
四

一
角
二
、
四
六
七
兄

O
O

五
四
べ

四
六
、
吾
δ

〈
宍
、
口
内
く
、
E
穴
〇

九
、
「竃
八
、
嵩
六
九

内
層
、
舌

R

ゼ
O
昌

緬
易麟

同 勘帝 製 海 海

用 濃 騨 単
品 道 鐵 燃 火 三
勘 資 料 藥 巻
定 定本 所 巌 巌( 笏

號

米
.穀
需
給

調
節

{
在
外
國
帝
国
専
管

■

居

留

地

賠

償

金

臨
時

軍

事

費

一般
會
計
特
別
會
計

紬

計

九
四

)

二

三
入

西
豊
、五
碧

四
一=
£
〈ゼ

三
聖

碧

四
、塁

〇

三
δ

=
、渠

四〇

此
表

で
見

な
ε
大
正
十
年
度
に
於
け
る

一
般
會
計
特
別
曾
計
通
計
の
牧
支
は
約
三
十
億
圓
で
あ
る
。

の
み
の
牧
支

に
比
す
れ
ば
、
約

二
倍
の
多
き
に
達
し
て
む
る
。
實

に
驚
く

べ
き
数
字
で
あ
る
。

四
池
二
、
二
四
一
-
七
島
く

三

、
二
六
五
、
九
9
「

四
、
湘
七
六
、
O
菖
四

四
昌
昌
、
四
五
四

五
、
[四
二
、
「=
E

一
〇
一
、
〇
二
八
、
五
〇
三

モ

O
O
O
、
一三
〇
、
豊

ヨ

0

ρ

O

O

O

(
、五
姐
一、六
(
昌

二五
、巳
E
E
盆
九
〇

δ
一
、大
力
四
、
(旦
武

力
『
宍
空
3
老
カ

ニ四
婆
四
六
く
、　…　三

二〇
只
三
(
婿
、
=
人

穴
盆
内
二
品
七九

四
、某

O
、発
六
.

査

、一
8

}「、
一
六
ゼ
、
六
督
穴

一
〇
一
δ

二
(
、
昔

話

二
、
内
力
宍
λ

酉

黄

一
力

一
般
會
計

策

=

軍

備
.
費

と

文

政

費

大
正
十
年
度
の
豫
算

に
依
る
ε
、
海
陸
軍
費
は
、
七
億
六
千
五
百
飴
萬
圓
で
あ
る
。
之
に
海
陸
軍
作
業
特
別
會
計

の
経
費
を
加

へ
ε
ε
、
軍
備
費
の
絡
額
が
出
て
凍
る
様
に
考

へ
ら
れ
る
。
所
が
海
陸
軍
は
.是
等
特
別
會
計
よ
り
兵



器
弾
薬
其
他

の
材

料
を
買

ふ
の
で
あ

っ
て
、
英
領
は
明

に
重
複
す

る
こ

ご
ε
な

る
、
之
を
差

し
引
く

ε
又
殆

ん
ざ

海
陸
軍
費

に
似

た
し
寄

だ
り

の
も

の
が
出

て
來
行
。

さ
う
す

る

ε
我

軍
備
費

は
総
経
費

の
四
分

一.張

に
達

し
て
居

る
ε
云

っ
て
可

い
。
軍

備
裂
が
総
経
費

の
四

分

一
を
青

む

る
ε
せ
ば
、
其
残

り

の
四

分
の
三

は
文
政

の
矯

め
に
費

さ
れ

る
こ
ε
に
な

る
、
さ
う
な

れ
ば
丈
歌
登

は
相
當

に
多
く

あ

る
鐸

で
、
漫

に
偏

武
政
策

の
爲

め
に
総

て
を
犠
牲

に
し
て
み
る
ε
も

言

へ
な

い
様

で
あ

る
。
併

し
所

謂

文
政
費

が
如

何

な
る
内
容

を
持

っ
て

る
る
か
を

明
に
せ
な

い

ε
、
果

し
て
文
化

國

の
本
色
を
獲
揮
す

る
も

の
な
げ

や

否
や

を
判

断
す

る
こ

ざ
が
出

来

諏
。

ロ

の

　

文
政
費
は
腰
蓑

に
於
て
財
務
費
を
包
括
す

る
が
、
狭
義
に
於
て
は
財
務
費

ε
歴
別
す

べ
き
で
あ
る
。
財
務
費
は

公
債
費
、
徴
税
費
、
脛
瞥
費
等
を
縮
構
す

る
も
の
で
あ
る
。
公
債
費

に
準
ず

べ
き
も
の
は
恩
給
及
年
金
費

で
あ
る
、

恩
.給
及
年
金
は
国
家
の
債
務
こ
も
見
得
ら

る
＼
の
.み
な
ら
す
文
武
官
に
均
し
く
支
給
せ
ら
る
N
も
の
で
あ
み
か
ら

り

　

の

で
あ
る
。
今
大
正
十
年
の
豫
算
に
就
で
是
等
の
財
務
費
を
見
る
に
左
の
如
し
。

圓
.

'

画

公年

金

及

内
.國

税

朝

鮮

蓬
.
.避

債恩

給
税

關

徴

醗

費

ゆ

ヒ

も

も

も

も

ヘ

ヤ

も

へ

も

も

甚

し
依

て
之
を
観

れ
ば
財
務
費
は
緬
経
費

の
約

一
割

八
易
強

を
占

め
て
み
る
ピ

い
ふ
こ

だ
が
出
来

る
。

尤̀

る
此

時

論

大
正
十
年
度
の
豫
算
海
讀
む

、

第
十
三
巻

・(第
二
號

九
五
)

二
三
九

三

六
、
葦

北
、
究

「7

ゼ
R

三
究

、
六
二
六

三

δ

三

、
量

O

昌
犬

く
一
、
「㎜　吾

一
、
】
七
"
、九
四
く

一
、
四
一六
一
二
省
E

、

、

、

、

、

同

税

」
關

専

費

局

経

費

.
朝

鮮

再

賢

島

経

費

同

煙
草
專
壷
創
業
費

壁
.海

事

費

局

、経

費

計

、

、

、

、

,

、

、

六
一
『

五
二
四

兄
一
一
、
四
六
七
元

0
0

=
六
七
四
四
、
九
.=

ゼ
、
二
四
二
£

剛
昌

二
四
、
(
一
四
、
0
「力

軽

六
、
営

0
、
套
=
　

、

、

、

、

、

冗



.

時

論

大
正
十
隼
度
の
豫
真
心
讀
む
.
.

第
十
三
巻

(第
二
號

九
六
)

二
四
[○

計
算
に
於
て
公
債
費
徴
税
費
の
外
專
費
費
の
み
を
取
り
.他
の
官
業
の
経
管
費
を
計
上
せ
な
か
っ
た
。
車
費
は
消
費

税
課
徴
の

一
形
式
ざ
見

る
こ
ξ
が
出
来
る
か
ら
.、
何
れ
よ
り
す

る
も
財
務
費

ε
す

べ
き
で
あ
る
。
所
が
他

の
官
業

に
あ
り
て
は
、
多
く
国
家
が
自
己
生
産

の
爲
め
に
す
る
も
の
で
、
取
入
を
齎
ら
す
が
ま
で
な

い
、
從

て
脛
瞥
費

ぞ

い
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
国
費
支
辨
の

一
形
式
ε
見

る
こ
ε
も
出
京
る
。
.唯
官
業
の
中
で
相
當
に
牧
盆
を
擧
げ

つ
、

あ
る
も
の
に
、

幽
鐵
道
道
郵
便
電
信
電
話
が
め
る
が
、
・其
経
費
を
脛
管
費
ε
見

る
は
穏
當
で
な
い
。
蓋

し
餓
道

ε
郵

便
蹴
信
電
話
は
人
民
の
幅
利
を
南
進
し
文
化
を
進
捗
す
る
に
映
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
め
つ
て
、
文
化
國
の

一
特

コ

　

　

　

　

　

　

コ

　

　

　

コ

ロ

　

ロ

　

　

　

　

コ

　

　

色

ε
す

る

こ
ε
が
出

來

る
。

A
・大
正
十
年

に
於
て
此
交

通
機
關

の
爲

め
に
幾

何

の
脛
費
を
支

出

し
て

み
る
か
を
吟

味
す

る
ε
左

の
如

く
で
、あ

る
。

圓

帝

国

鐵

道

費

翻
W鮮
鐵
道
建
設
改
頁
費

同

私
設
鐵
遣
補
助

藁

麗

鐵

濫

費

…樺
太
鐵
皿狙
建
設
改
[艮
費

湧

信

費

電
信

電
話
瞥
繕
費

電
話
交
換
横
張
費

電
信
描
…張
及
改
頁
費
.

圓

五
目
穴
、
E
瓢
二
、
O
乱
〇

二
〇
、
0
0
0
、
0
0
∪

】
、
覗
穴
E
、
O
O
O

二
置
、
二
一
力
、
三
E
ゼ

話
、
「
二
里
、
二
〇
〇

五
金

、
四
六
一
、
五
倉

;
三
、
穴
O
翼
、
穴
(
五

鱈
九
己
、
二
虹
一

三
四
、
四
8

、
0
8

か
、
〈
0
〕
、
0
0
0

關.同 憂 螢同朋 祀郵其電設侍 所電

蛋騨 霧・聴 魏
電 逸繕電 逞異業 後詰置線 究話

響纏・ 藩・ 辛・果 騰
費 費 壷費局費 狸年費害費局 費頁

垂

、
四
一面

一
八
二
、
六
一d

、
六
一
ゼ
、
　旦
四

吾

δ

0
ロ

カ
、
八
0
二
、
五
二

九
(
二
、
四
九
ロ

三
、
(
八
昌
、
二
六
高

八
O
(
、
冒毒
口

四
、四
〇
五
、
(
九
己

9



幽

郵
瀦

讐

盛

.
「

一、・
茜

、・「会

合

.

計

.

、
蘂

へ
^
突

、茎

計

.

.

H百

、剛
譜

三
塁

裏

で
之
を
響

岳

露

留

金

轄

掌

酔
鋤
害

い
い
撚

雰

撃

謹
む

鄭

・
馨

窓

掛

ヤ

ロ

ヘ

カ

も

も

で

を

ヤ

へ

も

。
査
.
二
製
盆
立窪

喋
遊
蕩
瞳
砥
ヴ
畷

覇
鍵
城
凝
囎
囎
騰
潜
謬
.

な

翠
も
の
遺
構
で
、あ
る
。
而
し
て
大
正
十
年
の
豫
算
航
於
て
軍
備
費
ご
鐵
道
郵
便
電
信
電
話
の
纒
費

ε
が
殆
ご
似

ヤ

も

も

コ

ヤ

へ

ち

へ

も

も

カ

ゆ

カ

も

た

ぬ

う

ヤ

も

へ

し

ヤ

へ

た
b
寄

つ
だ
り

で
あ
る

ε
い
ふ

こ
`
は
面

白
き
勤
照
で

あ

る
。

　

り

　

　

　

　

.

散
髪

化
募

麿

で
あ
み
固
有
の
文
化
費
幾

何
で
あ
み
か
寛

㌻

。
・
.

p

ヒ

'

、

、

、

一叢鞭 筆

鱗 慧1
助 費 校.

三
〇
、
五
二
ゼ
、
八
四
年

'

三
四
、
一
〇
六
、八
六
四

五
四
一「
鳩
尾
国
力

典
甚

、喜
三

一
、
空
豆

』
五
(

一
』

〇
五
、E
六
六

.

混
、六
　三
兄

九
六

、

、

、

、
工
響
騨

關

東

臆

教

育

畳

樺
太
高
等
文

學
校

漸

警

費

計

、

、

、

、

、

、

、
.

、

知

足
で
観
を

警

の
爲
潔

聖

穿

醤

に
馨

論
ず
る
に
足
ら
璽

絡
罫

が

掠

ば
・
像

界

「一

合
P
泌
塾
側
。
か
を
恥
備
費
9
忠
か
か
酔
B
い
い
ヤ
か
一
や
か
左
・
躍
動
r
い
渤
で
軍
備
劉
が
歩
射
に
湯
e
か
ひ

も

も

も
　

ヘ

ヤ

ヤ

も

も

も

も

ね

ヨ

ち

コ

し

や

ら

ヘ

へ

あ

も

マ

ξ
を
論
ず

る
は
叉
字
面

の
眞

理
あ
り

ε
謂

は
ね
ば
な
ら

澱
。
併

し
我
国

の
漱
育
制

度

に
於

て
は
中

等
漱
.育
井

に
普

時

論
.

大
正
十
年
度
の
豫
算
心
讀
む
、

、

、

第
十
三
巻

(第
二
號

九
七
)

二
四

一

昌
2

六
拍
、
五
空
〔

、「
六
七
、
七
四
湘

.

八
元
盆
業

酋
£
8

一
、
四
七
ハ
、
〈
一
三

一
呈

δ

0
0

.

.
融
七
、
二
八
E
、内
君
E

、

、

b

.

冗

、



時

論

大
正
+
年
度
の
豫
算
な
讀
む

第
+
三
牲

(第
二
號

九
八
)

二
四
二

蓮
激
育
は
地
方
團
艦
に
委
任
し
、
国
家
は
之

に
謝
し
て
千
三
百
飴
萬
圓
を
分
権
す

る
に
過
ぎ
漁
、
是
が
故
に
帝
國
の

稼
算

に
於
て
敏
育
費
が
少
い
か
ら
ε
て
、
我
国
に
敏
育
が
軽

ん
ぜ
ら
れ
て
る
る
ε
い
ふ
讃
棟
に
は
な
ら
諏
。我
国
の

敏
育
費
は
地
方
團
膿
の
敏
育
費
を
合
せ
考
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
眞
相
を
穿

つ
こ
ε
が
出
來

鳳
。
大
.正
十
年
度
に

も

も

あ

モ

も
　

ヤ

於
け
る
地
方
費
統
計
は
禾
だ
公
に
せ
ら
れ
て
居
ら
澱
。
大
正
九
年
度
の
豫
算
に
依
て
之
を
観

る
に
、地
方
團
騰
の
激

ヤ

ヘ

ヤ

リ

カ

ヤ

し

　

ヤ

も

し

む

た

セ

う

の

も

カ

ロ

ね

ヤ

へ

育
費
は
、
二
億
二
千
四
百
四
十
六
萬
六
千
六
百
三
圓
で
あ
る
、
大
正
十
年
度
に
於
け
る
地
方
激
育
費
は
更

に
増
し

ヘ

ヘ

カ

ヤ

ロ

も

ヤ

カ

コ

も

も

カ

コ

ヤ

も

も

う

も

　

サ

る

ヤ

て
居
ら
う
け
れ
こ
も
、
假
に
昨
年
の
通
り
ご
す
る
も
笥
我
国
民
が
漱
育

の
爲
め
に
投
ず
る
金
額
は
約
三
億
圓
に
達

、

、

魑

、

、

レ

D

、

、

、

、

、

、

、

、

・

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

、

、

、

D

、

う

、

す

る
の
で
あ
ろ
。
果
.し
て
然
ら
ば
教
育
費
は
軍
備
嬰
の
四
割
位
に
達
し
し
て
み
る
ぎ
謂
ふ
こ
ざ
が
出
來
る
。

以
上
論
ず
る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
大
正
十
年
度
の
豫
算

に
於
て
は
軍
備
費

ピ
鐵
道
郵
便
電
信
電
話
費
ε
が

各
総
脛
費
に
封
ず

る
四
半
分
を
占
め
、
財
務
饗
が

一
割
八
分
張
、
其
他
の
衣
政
費

が
三
割
醗
を
占

め
て
み
る
鐸
で

あ
る
。

'

論
じ
て
藪
に
至
り
余
は
少
し
く
之
を
駅
脚
妙
弧
げ
財
政
に
比
較
じ
で
尉
だ
e
ピ
思
ふ
。
.歌
米
列
強
の
財
政

に
於

も

も

ヘ

へ
　

じ

コ

て
は
軍
備
費

ご
公
債
費
ε
が
戦
前

ご
載
後
.ご
に
於
て
其
地
位
を
顛
倒

し
た
や
う
で
あ
る
。
即
ち
戦
前

に
於
て
は
、

マ

ヤ

も

の

ロ

も

や

も
　

　

も

コ

も

も

ヤ

も

も

た

も

も

も

も

セ

へ

も

ゆ

へ

も

も

　

コ

も

も

カ

カ

ヤ

も

も

も

も

を

も

や

豫
算
総
纏
費

に
謝
し
軍
備
費
は
三
分

一
を
占

め
公
債
費

は

一
割
乃
至
二
割
を
占

め
て
居

っ
た
が
、
戦
後
に
至

っ
て

、

、

、

、

し

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・
、

、

、

、

、

、

■

、

、

b

、

、

冨

、

、

、
、

い

、

、

、

魎

、

、

、

、

、

、

は
豫
算
繰
脛
費
額
に
調
し
、
軍
備
費
は
二
割
以
下
に
落
ち
、
公
債
費
は
三
分

一
乃
至
四
分

一
の
間
を
往
疎
し
て
る

しる
。
此

く

い
ふ
ε
軍
備

費

は
戦

前

よ
り
減

じ

た
檬

に
見

ゆ

る
が
、
實
際

は
さ
う
で
な

い
。
絶
対
敷

に
於

て
は
却

て
増

1)千 参百萬 囚の国庫分櫓額 に重複す るから控 除すべ きで あ る、叉朝鮮垂溌等の地方

教育費 に其額不 明で ある藪 に之な除 く。 ■
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ρ

し
て
み

る
の
で
あ

る
。
其
百

分
比

の
減

じ
だ

の
は
、
他

の
経
費

が
非

常

に
増

し
π
が
矯

め
で
あ

る
コ

経
費

の
増

加

も

へ

あ

し
た
中

で
叢

も
著

し
き
も

の
は
公
債

肇
で
あ

る
。
暴

れ
戦
時

公
債

が
驚
く

べ
き
金
額
に
上

っ
た
結
果

に

外

な

ら

灘
。
此
く

し
て
隊
未
到
張

の
財
政

に
於
て
は
、
軍

備
費

ご
公
債

費

ε
が
・国
費
総
額

の
四
割
五
分
位
を
占

む
る

こ
ご

に
な

っ
て

み
る
。

も

り

あ

や

も

い

コ

も

し

も

ぬ

も

や

カ

も

も

も

も

我
国
の
財
政

に
於
て
は
公
債
費
は
僅

に
百
分
二
宇
に
過
ぎ
澱
。
軍
備
費

`
公
債
費
を
合
す
も
樹
絡
脛
費
の
三
分

一
P
轡
ゼ
岬

鯉
℃
ダ
耐
興
⑳
尉
か
P
壁
ポ
ρ
だ
ゲ
醗
鯉
脚
僧
都
に
多
い
次
禦
か
か
ボ
・
屹
然
ポ
ゲ
貯
か
い
、
御

薗

⑳
貯
醗
副
帥
於
か
憩
卿
硬
材
町
P
堆
い
か
燈
P
働
℃
か
を
か
詩
討
ひ
θ
が
貯
㌍
ゲ
。

・

第

三

豫

算

の

實

行

と

不

景

気

一
、
牧
支
の
均
衡

ご
公
債
政
策

大
正
十
年
度
の
豫
算
に
依

る
ご
、

一
般
會
計

ご
特
別
會
計
蓬
を
通
計
す
れ
ば
、
牧
支
ご
も
約
三
十
億
圓
で
、
殆

ご
均
衡
を
得
て
居

る
や
動
で
め
る
が
、
其
牧
入
中
に
は
公
債
募
集
金
が
あ
り
、
前
年
度
の
剰
飴
金
繰
入
が
あ

る
か

ら
、
實
質
的
牧
支
均
衡
は
得
ら
れ
な
い
で
、
不
足
を
生
じ
て
み
る
ε
許
せ
ね
ば
な
ら

魂
ゆ
今
其
額
を
見
る
に
左
の

如
し
。
.公

債
金総

触
計集
額

ミ
昊
濫

…
麟
繍

臓

妬
諦
.

袈

鋸

時

論

大
正
+
年
度
の
豫
算
起
動
七

第
+
三
巻

(第
二
號

九
九
)

二
四
三

、



岬

僻

論

大
正
+
年
度
の
豫
算
を
讀
む

.

計
.前

年
度

繰
入

金

一

般

曾

計

、朝
鮮
総
督
府
特
別
會
計

腎　
三

兄

茸
ハ
、
響
旦團

「

圏
、
ロ
大
穴
、
二
五
三

五
、
六
E
五
、
E
七
穴

第
十
三
巻

(第
二
號

璽
遜
総
督
雁
特
別
會
計

關

東

顯

特

別

會

計
.

樺

太

廉

特

別

會

計

計

、

、

、

、

、

、

、

、

、

一
〇

Q
)

も

し

も
　

も

し

.
右
表
で
之
を
観

る
ご
.、
三
十
億
圓
の
牧
入
中
約
五
億
五
千
萬
圓
は
、
實
質
的
牧
支
均
衡

の
理
想
よ
リ
ビ
ベ
ゆ
塾

盃

事

景

灘

黙

黙

誌

・
前
年
度
の
剰
馨

が
無
く
な
れ
ば
・
何
建

も
砦

如
き
聾

繍
戒
護

を
糟
け
て
行
く
こ
ε
が
出
家
な
か
ら
う

し
。
公
債
が
募
集
し
得
ら
れ
な

い
ε
、
豫
算
は
實
行
レ
得
む
れ
な
じ
も
の

ど
な
ら
う
。
現
に
豫
算
を
攻
撃
す
る
も
の
は
、
公
債
募
集
難
ご
い
ふ
こ
{
で
、
豫
算
の
貴
行
難
を
豫
害
す

る
も
の

が
あ
る
」
是
等
の
論
者
は
、
.公
債
政
策

の
根
本
的
誤
謬
を
措
摘

し
且

つ
不
景
気
の
際
に
互
額
の
募
債
を
な
す

こ
蓬

.

が
困
難
で
あ
る
.立
論
す
る
の
・で
あ
る
。

、
.

レ

.

じ
.
0

①

D

臥

。
.
O

σ

。

。

。

。

。

。

。

。
.

.

.所
遜

懐

策
が
禁

腫

誤
て
る
る
か
否
か
を
制
断
せ
ん
・
荘

、
公
債
に
於
て
支
辨
せ
を

す
・
妻

が

頁
℃
か
悪

か
か
を
先
決
せ
ね
.ぱ
な
ら
訟
、
今
大
正
+
年
度
に
於
て
公
債

に
依

て
支
辨
せ
ち
れ
る

べ
き
事
業
箆
を
見

る
臆
左
の
如
も
。

一
般
.善

計
.の

分

推
路
改
修
及

助
成

費

高
等
諸
學
校
創
設
及
擬
張
費

電

話

交

換

撲

張

費

の

四
、
　
8

δ

8

五
、
主
面

、
八
聖
「

三
附
.
四
〇
〕
.
O
O
O

電
信
畑横
張
及
吹
耳
費

計
特

別

會

計

の
分

.

帝
国
鐵
曜追
建
設
反
攻
亘
貌

.

二

四

四

七
、
九
「ε
、
九
星
〇

一
、
〇
二
四
、
五
六
一

可…二
五
、
四
六
皿

「三
(
、
九
七
カ
君

ニ
ョ

、

、

、
.
、

九
、
(
ロ
O
、
0
0
0

五
四
、
一「六
四
、
(
九
「「

圃

.

兀
く
、
O
O
O
、
O
ロ
9

1



朝
鮮

に
於
げ

る
公
債
支
辨
事
鎚
盟

纂
麗

に
於
げ

る
公
債
支
辨
事
業
費

.
樺
太

に
於
け

ろ
公
債
支
.辣
事
業
費

　証
、
五
六
九
、
一
四
聞

一
肉
、
四
七
湘
、
　三
二

四
、
空
兄

、
一
〇
〇

臨 米

。'時 器
軍 絵

事 課

費 費

四
、
九
コ

δ

胃酉

九
九
、
督
　置
、
湘
四
【

囁
「竈
兀
、
七
一
剛

五
型

'

朝

鮮
墓
灘
樺
太

の
基
債
支
辨
事
業
費
は
主
ε
し
て
鐵
道
建
設
改
頁
費
で
あ
る
・
鐵
道

の
建
設
璽
艮
、
.、電
話
交
換

振
張
、
.電
信
裾
張
改
頁
は
人
の

一
日
も
速

七
賢
現
せ
ん
こ
ご
を
肴

ふ
も
の
で
あ
り
、
人
民
の
囎
利
を
増
進
す

る
上

に
必
要
族
く

べ
か
ら

さ
る
も
の
で
あ
惹
、
且
つ
此
等
の
事
業
は
後
に
牧
盆
を
生
む
に
至
る
が
故
に
依

て
以
て
公
債

.准
償
還
ず
る
こ
ξ
が
出
凍
る
、
不
景

魯
で
あ
る
か
ら
ご
て
此
の
.如
き
事
業
公
債
を
起
し
鉱
ば
.な
、ら

ぬ
ε
い
.ふ
.理
由
.

は
な

槍
。
叉
道
路
、改
修
及
助
成
費
は
そ
れ
自
鰐
牧
盆
を
生
ぜ
な

い
が
、
国
民
経
済
に
及
ほ
.す
影
響
亡
於

て
は
鐵
道
.、

記
準

す

べ
き
も

の
で
あ

る
、
公
債

に
依

て
之
を
支
辨
す

る
ε
し
て
も
根
本
的

に
誤

て
居

る
ε
謂

ふ

こ
ざ
が
出
藍

。

又
高
等
諸
學
校
創
設
及
横
張
費
は
文
化
政
策
の
要
求
よ
り
出
た
も
の
で
あ
り
、
米
穀
需
給
調
節
費
は
米
穀
政
策
の

、

要
求

よ
6
餌
淀
も
の
で
あ
噂
、
共
に
批
難
す
る
こ
巴
が
出
来
搬
。
唯
臨
時
軍
事
費
に
至
っ
て
は
議
論

の
鯨
地
あ
ら

ん
も
撤
兵
が
實
現
せ
ら
れ
繊
限
り
已
む
を
得
漁
、
若
し
政
策

の
誤
ε
い
ふ
べ
く
ん
ば
出
兵
の
誤
で
、
公
債
政
策

の

珊
賦
ε
細謂
ふ
事
が
出
來
漁
o

次
条

熱

羅

準

堤

葬

纂

鍵

暴

茅

ボ
潟

謙

を
験

せ
ね
ば
な
ら
里

余
寛

岳

で
.

い

う

ヤ

も

リ

カ

た

ち

マ

ヘ

へ

も

も

も

カ

し

も

へ

も

ヨ

セ

も

も

う

つ

し

も

ヤ

拭
内
そ
は
憂

ふ
る
に
足

ら

諏
・、
寧

ろ
維

澗
界
の
不

景
気

で
あ
る
ε

い
ふ
こ
ご
が
公
債

募
集

に
好

都
合

で
は
な

い
が

も

も

へ

ざ
思
ぶ
。
.何

を
以

て
之
を

い
ふ

か
ε

い
ふ
に
、
経

済
界

の
不
景
気

な

る
に
際
.し
て
は
自
然

に
資

金

の
需

要
が
少
.い

論

大
正
†
年
度
の
徴
募
奄
讀
む

第
十
5
巻

(第
二
號

一
Q
一
)

二
四
五

「



.

時

論

火
止
†
年
度
の
豫
算
か
萌
む

第
.十
三
巻

(第
二
號

【
O
二
)

二
四
六

か
ら
金
融
は

緩
慢

ε
な
ら

ざ
る
を
得

な

い
。

金
融

が
緩

慢
な
れ
ば
、
公
債
募
集

は
却
て
歓
迎

せ
ら

れ
ね
ば

な
ら

楓

課

で
あ

る
。

尤

も

金
融
緩
慢

で
も
、

信
用

の
動
揺

し
て

み
る

ご
き
は
必
ず

し
も
募
債
が
容
易

で
あ

る
ε
は
.匹
へ

沁
。
所
が
大

正
十
年

の
経

済
界
は
暴
風

一
遥

の
後

で
あ

っ
て
信
用

の
動

揺
は
静

ま
っ
て
行

く

べ
き
運
命
を
持

っ
て

る
る
。
足

れ
募
債

の
必
ず

し
も
貴
行

難
で
な

い
ε
云

ふ
所

以
で
あ

る
。

昌
、
不
景
然

の
経
済

界

に
於

け

る
大
豫
算
貴
行

の
意

義

大
正
十
年
度
が

不
景
気

で
あ

る
ε
は
、
何

人
も
争

は

ぬ
、
其
時

に
際

し
、
我

国

に
於
て
未

だ
見
ざ

る
大
豫

算
を

貴
行

し
や
う

ε
す

る

こ
ご
は
、
辻

倭
が
合

は
n
様

に
も

思
は
れ

る
。
所

が
却
て
そ

こ
に
大

な
る
意

義

が
含

ま

れ
て

-

む
る
。

大
正
十
年

度

の
豫
算

は
前
述

べ
π
通
り
牧
支

.し
も

約

三
十
億

圓
で
あ

る
、
此
三

十
億
圓

の
金

額
は
、

　
度

園
庭

に
入
り
て
、
文
園
庫

よ
り
出

つ

る
の
で
あ

る
、
其
金

額

が
人
な

る
だ
け

そ
れ
だ
け
國
民
経

済

に
及

ぼ
す

影
響
も
亦

人
な

る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら

灘
。

　
髄

不
景
氣

の
時

に
は
民
間

に
て
は
事
業

が
衰

へ
る
、
新

し

い
事
業

は
起
ら

諏
、
從

て
勢
働
者

に
は
失

業
者

を

生
す

る
こ
ご
に
な
る
。
所

が
国
家
は
必
ず
し
も
利
益

計
算

の
爲

め
に
事
業

を
起

す

の
で
は
な

い
、
故

に
不
景
気

の

時
に
於

て
も

、
事
業

を
披
躾
し

、
新

事
業
セ
起

し
、

以

て
勢
働
者

に
職

を
授

け

る
事
が
出
水

る
。

こ
は

一
方

に
於

て
は
不
景
氣

を
緩

和
す

る
策

ε
な
り
、
他
方

に
於
て

は
勢
働
者

を
救

ふ

こ
ご
に
な

る
、
国
民
経

済
政
策

の
要
求

ε

巴

,



コ

.

「

」

ら

　
　

　

肚
會
政
策

の
要
求
8
を
無
ね
充
た
す

こ
ご
〉
な

る
の
で
あ
る
。

大
正
十
年
度
の
豫
算
は
此
の
如
き
見
地
よ
り
し
て
重
大
な

る
意
義
を
持
て
居
る
、
試
み
に
豫
算
の
中

よ
り
事
業

・

に
聞

す

る
費

目
を
捨

て
見

る
に
左

の
如

く

で
あ

る
。

一
、
官

業

鐵

道
.

盛
(前
掲
}

郵
便
電
信
電
話
費
(前
掲
}

專

萱

局

経

聾
(前
掲
)

印

刷

局

縄

唖

造

幣

局

繹

費

東
京
砲

兵
工
廠
経
費

大
阪
砲

兵
工
廠
縄
豊

千

佳

製

絨

所

経

費

海

軍

工

廠

資

金

海

軍

火

藥

廠

縄

艶

海

軍

燃

料

廠

費

製

鐵
.

所

費

同

櫨

張

慶

森

林

豊

岡
有
林
野
官
行
造
旅
費

国

有

林

野

経

管

盟

朝

鮮

瞥

林

廠

盛

時

論

賛

大
正
+
年
度
の
豫
算
な
讀
む

國

果

肉

閨
室

盆

倉

「δ
0
、
四
巻

、
二
白血

二
畳

、
「「究

、
ゼ
豊

δ

、
四
ε

、　三
四

、

四
、
美

(
、
置

(

五
四
、
(
奨

、
五
　δ

八
六
δ

交

、
翼

0

力
三
夫

、
≡
完

・議

、
二
〇
〇
、
苫

二

(
、碁

】
、
大
全

二
五
三

豊

、
舞

〇

一
口
一
、六
九
四
、
〈
呂
太

く
δ
四
二
、四
渠

三

、五
くく
、四
三

「
0
0
婆
蒼

二

六
£
三

、E
{2

三
、二碧

、四聖

憂

濁

森

林

作

業

費

平

壌

鑛

業

胱

費

朝

鮮

蟹

田
硬

張

費

計二
、
土

木

内
務
省
、
治
水
事
業
費

河
川
改
頁
費

港
溝
改
頁
養

道
路
改
頁
費

.

北
海
道
拓
航
費

申
道
路
、河
川
、

治
水

、
港
濁
磁

土

水

盛

補

助

災
害
費
土
木
費

補

助

農
商
務
省
、
治
水
事
業
費

樺 關 豪 朝

清 鮮計

太 東 総 総

督 督

融 靡 府 府

費

筑
土
二
巻

〔第
二
號

モ

四
穴

、箋

四

四
δ
葦

、四
楽

聖
八四
犬
九
昌

一、
豊
潤
、
呈

{
、犬
掻圓

鵠
呂
、四
〇
昌
、昌
八
五

六
、
=
苔
δ
O
O
、

ゼ
、
究

昌
δ
O
O

閂
、茜

突
琶

0

=
君

芙

、茎

乱

六
δ

孟

δ
8

『

E三
(
、翼

眉

】
「三
六
悉

殉

E
、可…呈

、元

四

δ
寸至

一
、=
ゼ

】
ま
異

、二死

崇

二豊

充

O
O

(
(
£
三

、湘
　「六

…
〇

三
)

二
四

七

O

「



ト
.

,

10

、時
.
論

大
正
†
年
度
q
豫
算
た
讀
む

邑
、
轡

繕

費

死
掛
省
馨
繕
狸

.

丙
務
省
麟
繕
費

式
年
御
造
管
聾
別
宮
創
建
費

明
治
神
宮
.御

造

螢

獲

明
治
榊
宮
外
苑
工
事
施
行
饗

臨

時

御

冠

聾

大
藏
省
欝
繕
費

造
幣

局
設

備

蝦

張

費

櫃
密
院
風
勢
院
廉
含
設
備
費

.陸
軍
省
螢
繕
費

巖

滞

魯

含

螢

繕

費

災

、

海
軍
省
管
馨災

,司
法
省
警
繕
盛

女

部
省
醤
繕
壷

・

設

.

學

校

農
商
務
省
管
網
盤

災
害

愛

惜

費

創

立

費

高
等
諸
學
校
創
設
及
振
幅
費

害

費

回

【
、
三
晃

、
碁

八

一
、
六
九
四
、
四
三

邑
、
四
六
二
、
七
(
一

一天
二
、
一三
西

四
坐

;
三

五
二
へ

晃

0

、(
、
九
二
八
、
力
四
六

.

孟

春

、巻

七

会

、六
義

一「δ
五
二
尤
男

粟

二
、美

O

'

石
、『三
〇

一一究

δ
三

一四
七
δ
阻
一

言

兄
六
、葦

六

[£
茜

、
三
八

倉

、吾

〇

四
、
大
穴
　一、
閥
O
O

湘
、(
A
『
全

二

六
δ
二
〇
、這

四

】盗

、九
8

r第
+
三
巻

醐
信
省
螢
繕
費

航

路

標

災

朝
鮮
総
督
府
響
繕
塑

災

害

塁
潜
総
督
府
警
縞
費
、

新

開
東
融
醤
縞
費

樺
太
臆
螢
縞
責

善

東
京
帝
国
天
華
螢
繕
費
. (第

二
號

↓
〇
四
)

識

警

繕

費

害

費

航
空
研

究

所

頒

張

費

京
都
帝
国
天
華
誉
繕
費

東
北
帯
國
大
學
轡
繕
費

.
工

學

部

創

立

費
.

九
州
帝
国
大
攣
管
絃
費

-

農

事
.
部

.創

立

費

北
海
連
帯
圃
大
嘩
管
繕
費

萄

學

部

創
.
亜

聖

官
立
大
學
管
繕
塑

計

計

二

四

八

.

昌
、
{ハ「d
、
8

ロ

き

0
δ

8

{二
七
三

己

五
、
〇
四
二
、
七
五

四
二
五
、
六
8

、一一
、
一
会

δ

柴

力
呉

、
ゼ
【
ロ

一
壱

三

㌻
六
莞

一
、
O
=

、
四
聖

竺

呉

O
口
口

一
、
三
　
八
、
穴

O

口
書

δ

8

.

四
A
九
、九
六
黒き

「、
08

圏
九
四
、
五
昌
彊

四
合

δ
8

六
〇
R

D8

三
四
・
鰻

莞

、
o
o
。

H一〇
δ

8

.

畏

、莫

噸

四
藍

一
、
五
合
一
、
=

二
、
一豊

官
業
遊
印

に
は
其
官
業
に
聞

す
み
土
木
費
、
瞥
繕
費
な
も
含
む
。
土
木
費
{
瞥
繕
費
こ
の
庖
別
は
明
で
な
い
が
螢
繕
費

に
圭
ミ
し
て
魚
倉
其
他
の
建

.



物
に
關
ず
ろ
も
の
こ
し

、
土
木
斐
に
河
川

、
港
瀞

、
其
他
土
工
に
聞
す

う
も
の
ピ
し
て
匪
刑
し
た
。
故
.に
災
害
畳

ご
い
ふ
名
目
の
下
に
於
て
も
土
木

費
か
の
り
響
結
盟

が
め
ろ
諜
で
あ
み
。
修
繕
費
の
蔵
出
繹
常

部
に
縣
す
る
も
の
に
姑
く
之
々
除
い
て
置
い
た
。

右

の

表

で

之

る

見

る

ご

、

官

業

費

は

十

四

億

飴

萬

圓

で

、

土

木

費

ε

螢

繕

費

ξ

は

約

一
億

五

千

萬

圓

で
.あ

る

。

も

う

マ

る

も

へ

た

し

し

コ

も

も

も

ヤ

リ

へ

し

　

も

で

へ

絡
計
禎
は
十
五
億
八
千
餓
萬
圓
に
達
し
、
實
に
大
正
十
年
度
の
豫
算
の
半
分
以
⊥
を
占

め
て
み
る
。
紹
濟
界
が
不

景
氣
な
る
に
際
し
、
政
府
は
此
の
如
き
豆
類
の
経
費
を
投

じ
て
、
事
業
を
企
て
叉
は
工
事
を
な
さ
ん
ε
す

る
の
で
.

　

り

あ
む
。
其
影
響
は
察
知
す
る
に
難
く
な

い
。
之
を
木
材
に
就
て
考

へ
て
見
る
も
、
土
木
嚢
管
繕
費
が
彼
の
如
く
多

む

り

け
れ
ば
、
木
材
の
需
要
は
相
當
に
大
で
あ
る
こ
ε
を
知

惹
べ
き
で
め
る
。
燃

料
に
し
て
も
、
官
業
の
要
す
る
も
の

は
、
大
正
十
年
度
の
豫
算

に
於
て

一
億
二
三
千
萬
圓

に
達
し
、海
軍
艦
船
用
弁
に
諸
官
聴
用
の
も

の
を
加
ふ
れ
ば
、

二
億
圓
に
上
る
の
で
あ
る
、
国
家
が
燃
料
を
需
要
す
る
こ
ε
此
の
如
く
多
し
ε
す
れ
ば
、
如
何
に
燃
料
市
場
を
動

へ

へ

ゆ

も

り

も

へ

ぬ

も

み

も

や

も

も

も

し

ゅ

コ

も

も

も

も

ヨ

つ

コ

も

も

も

ら
あ

か
す

か
を
察
す

る
こ
ε
が
出
来
る
。
又
以
て
膨
大
な
る
豫
算
が
不
景
氣
を
緩
和
す
る
の
力
を
有
す

る
る
こ
ど
を
知

り

り

も

っ

た

も

も

カ
　
　
　

セ

る

こ
ε
が
出

家
や
う
o

じ

む

じ

　

更

に
勢
働
者

に
就

て
考

へ
て
見

て
も
、
約
十
六
億

圓
が

支
出

せ
ら

る

べ
き
仕
事

の
あ
る
以
上
は
、
静
観

の
需

要
も

か
な
b
大

で
あ
る
ε
謂

は
ね
ば
な
ら

漁
。
既

に
大
正
十

年

の
豫
算

に
於
て
政
.府

が
支
彿

ふ
職

工
人
夫
給
、
傭

起
掛

、

雇
員

給
を
見

乃
に
、
其
額

は
頗

る
多

い
、
帥

ち
左

の
組

し
。

職
工
入
夫
給

傭

人

料

雇

員

総

計

圓

圖

園

圃

冒

業

一命
、£
四、七
=

完
、国論
、(発

港
、量
五
、至
武

繧三美
四一「五、;
=ハ

時

論

汰
正
十
年
度
の
豫
算
な
飛
む

翻
十
三
巷

(第
二
號

一
◎
五
)

二
四
九

隔

卿

'



時

論

大
正

}
年
度
の
豫
算
花
蔵
む

第
+
三
巻

(第
二
號

一
〇
六
)

二
五
Q

普

通

官

職

一

一一一ノ
児
、空
£

心
唱
実
、
　畳

音
、夫
六
、
6
閏

総

計

禿

、護

、芒

豊
、四詩
、(三

薗
、塁

、蔓

糞

、≡

、　四〇

是

に
依
て
之
を
観

る
も
、
職

工
人
夫

衛
入
雇
賞

は
、
非

常

に
多

く
官
業

に
傭

は
れ

て
る
る

の
で
め

る
。
叉
雇
員

ぬ

ヵ

ヨ

ゐ

ネ

も

ゆ

も

も

ヤ

も

や

へ

も

へ

あ

ヘ

ヤ

傭
人
は
普
通
官
職

に

も

亦
多
く
雇
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

國
家
は
不
景
氣
で
あ
る
か
ら

.・」
て
、
是
等
の
人
を

酔
謄
慰
麟
・
御
で
鯉
酌
普
か
鯉
ポ
に
坐
骨
を
僧
階
か
都
ひ
か
P
轡型
が
酬
↑
か
を
、

(
其
給
料

が
各
人

に
十
分
で
あ

ヘ

モ

マ

セ

ぬ

マ

あ

ち

も

カ

　

も

ロ

リ

マ

へ

リ

カ

ミ

カ

も

ヘ

ヘ

モ

ヤ

リ
や
否

や
は
別
問
題

で

あ

る
}。
.暴
れ
耐
曾

散
策

の
上

よ
り
見

て
、
重
大
な

る
意

義

の
あ

る
所

で
あ

る
。

以
上
論
ず

る
所

に
依

て
之

を
見

る
ε
、
不

景
氣

に
際

し
て
大
豫

算

の
表

は
れ
陀

る
は
、
之

を
.悲

観
す

べ
き
で
な

い

。
寧

ろ
其
中

に
大

な
る
意

義

の
存
す

る

こ
ε
を
認

め

ね
ば
な
ら

阻
。

「

大
正
十
年
度
の
豫
算
を
解
剖
し
て
論
ず

べ
き
こ
ε
は
固
よ
b
己
れ
に
止
ま
略

諏
。
冷
は
只
時
事
に
切
な
る
も
の

を
敢
て
研
究
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
他
の
問
題
の
研
究
に
就
て
は
他
日

に
離
b
π
い
ご
思

ふ
。
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